
令和 3 年 7 月 27 日 
 

 
丸亀市・四国 4 国立大学・JR 四国による産官学連携事業 

大学生考案「丸亀うどんマップ」の制作について 
 

丸 亀 市 
四国旅客鉄道株式会社 

 
 JR 四国では、四国の地域及び観光の振興並びに人材育成を目的に、徳島大学、香川大学、愛媛大学、
高知大学との連携事業の一環として、令和元年 9 月に丸亀市をフィールドにしたインターンシップを実施すること
とし、丸亀市でも全面協力のもと事業が行われました。 
 事業に参加した学生は、「今までにない丸亀うどんマップの企画提案」というテーマで現地調査を行い、新しい
視点でのマップの企画発表を行いました。それを受けて市と JR では、企画の実現に向けて「うどんマップ制作プロ
ジェクト」を立ち上げ事業を進めてまいりました。途中、新型コロナの影響で作業が思うように進まず、一部停滞
を余儀なくされていましたが、今般、ようやくうどんマップの完成に漕ぎつけましたのでお披露目させていただきます。 

このマップを手に取った人が「YES」「NO」で質問に答え、最適なお店を見つける「うどん de 人間診断」は、本
マップの特長となっています。 
 
 
１．設置開始日 
   令和 3 年 7 月 27 日（火） 
 
 
２．配布部数、設置箇所 

4,000 部 
丸亀市観光案内所（JR 丸亀駅構内、丸亀城）、丸亀市役所、JR 四国内主要駅 等 

 
 
３．インターンシップ内容 
   実施日：令和元年 9 月 9 日（月）～13 日（金） 

参加学生： 
香川大学 経済学部    大島 温子さん 
愛媛大学 社会共創学部 森田 真菜さん 
高知大学 地域協働学部 只安 歩夢さん      計 3 名 

 
 
４．その他 

制作：JR 四国、香川大学、愛媛大学、高知大学 
   発行：丸亀市産業観光課 



 

丸亀市と四国４国立大学・JR四国の連携事業インターンシップの概要 

① 実施概要 

・目的：「丸亀市の新しい視点でのうどんマップ作成」「大学生目線の丸亀市地域観光資源調査」というテーマを基に、

フィールドワーク等を通して、企画を立案する。地域のニーズに応える人材、自らが地域活性化について主体

的に考え地域の将来を担っていく人材の育成を図る。 

・実施日：令和元年9月 9日(月)～13 日（金） 

・参加者：四国４国立大学と JR 四国の連携事業に参加する各校の大学生（当時） 

       香川大学 経済学部２年     大島 温子さん 

       愛媛大学 社会共創学部３年  森田 真菜さん 

       高知大学 地域協働学部２年  只安 歩夢さん 

 

② 実施スケジュール 

 9 月 9日(月)  場所：JR四国本社 

  実施内容説明、地域活性化についての講義、丸亀市観光施策講義 

丸亀市既存マップの課題点グループディスカッション、フィールドワーク計画構築 

 9 月 10 日(火)  場所：丸亀市内 

  丸亀市役所訪問、フィールドワーク（丸亀城、丸亀うちわ体験、中津万象園、うどん店調査） 

 9 月 11 日(水)  場所：丸亀市内 

  フィールドワーク（うちわの港ミュージアム及び各人別行程にてうどん店・観光資源調査） 

 9 月 12 日(木)  場所：JR四国本社 

  企画案まとめ、企画案社内発表 

 9 月 13 日(金)  場所：JR四国本社 

  企画最終発表 

 

③ うどんマップ企画案 

 ・テーマ：「コンパクトに自分好みのツアーを」 

  自転車で回れる範囲（丸亀城周辺）で丸亀の魅力を発信しながら、うどん店を巡ってもらう 

 ・新規性 

  ①文字より写真を多く使い、従来にはないマップに 

  ②うどん店スタンプラリーで四国外の観光客を取り込む 

  ③診断テストを盛り込み、診断結果に応じてお店を紹介する 

  ④インスタグラムやマルカメラと連動させ店の詳細情報取得やプロモーションに繋げる 


















